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国際理解・親善


１　主 題 名　　　世界はひとつ
２　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
外国との交流が進む中，国際化への対応が重要になってきている。その際，外国の人々や自分のまわりの文化とは異なる文化に対する理解と尊敬の念が重視されなければならないだろう。各国には，その国独自の伝統と文化があり，各国民はそれに対して誇りを持ち，大切にしている。そのことを，我が国の伝統と文化に対する尊敬の念とあわせて理解できるようにしていく必要がある。

　札幌の姉妹都市という身近な話題から，外国や世界に目を向けることを通して，そこに暮らす人々が，我が国と同じようにそれぞれの国の伝統や文化に愛着や誇りを持って生きていることに気付かせていきたい。そこから，我が国の伝統と文化についての理解を深め，尊重する態度をもっと深めていきたいと考える。
（２）児童の実態について
　海外旅行などに行ったり，外国の人と話したりする経験がある児童は少ないが，総合的な学習の時間で国際交流員を招いて調べている国についてのお話を聞いたり，一緒に給食を食べたりした経験は何度かある。外国の文化や外国の人に興味を持っている児童は多いのだが，外国の文化について詳しく知ったり，その人たちがどんなことを考えて生活しているかを理解したりする機会も少ないのが現状である。同様に，自分が住んでいる日本についてじっくり考えたり，日本の良さについて目を向けたりしている児童はほとんどいない。外国の人が自国の文化に愛着を持っていること，我が国の伝統や文化を見つめ直すきっかけとなる時間にしていきたい。
（３）資料の取り扱いについて
出典　北海道小学校道徳資料研究会作成
総合的な学習の時間で姉妹都市について調べることになったたかしは，ミュンヘンを選択する。調査していくと札幌にはミュンヘン大橋や大通り公園のマイバウムなどがあり，様々な交流もさかんに行われていることがわかる。もっとドイツのことを知りたいと考えたたかしはミュンヘン・クリスマス市に出かけ，国際交流員のクリスティアンさんと知り合う。クリスティアンさんは「お互いの似ているところやいろいろな考えがあることを知り，同じ人間として個性を認め合えたらもっと世界が平和になれる」と語り，たかしはもっとたくさんの国の人と触れ合いたいと気持ちを新たにする。

資料の前半では，最初は興味本位で調べ始めたたかしだが，様々な交流が行われている事実から，ドイツを本格的に調べてみたいと気持ちを高めている様子をとらえる。クリスティアンさんの話から，外国の人でも似ている考えがあること，その人の個性を認めることが大切であることについて，たかしが真剣に考えていることに焦点化し，世界の人々と親善に努める心情を育てていきたい。
３　実践の指導
世界の人々と親善に努めるという指導は，外国の人々や文化を大切にするということを児童に理解させることが前提となる。したがって，社会科や総合的な学習など他の教科や領域で外国を扱う際にも，そのような視点から迫ることが大切となる。
４　関連
社会，総合的な学習の時間
５　ね ら い
クリスティアンさんの「同じ人間としてみんながお互いの個性を認め合えたら」というお話を聞いたときのたかしの気持ちを考えることを通して，外国の人々や文化を大切にする心を持ち，世界の人々と親善に努める心情を育てる。
めざす児童の変容
	・外国について興味があるけど，外国の人と触れ合ったりすることがないな。

・外国の人たちは，普段どんなことを考えて生活しているのかな。

・日本のよさって言われても……。
	⇒
	・外国のことについて調べたり，いろいろな人と触れ合ったりしたい。

・外国の人たちもいろいろな考えを持って生活しているんだな。

・日本のよさに目を向けていきたいな。


　　　　（授業前の児童の様子と考え方）　　　　　　（授業を通して高めたい児童の考え方）
６　展 開 例
	学　習　活　動
	主な発問と予想される児童の反応
	指導上の留意事項

	１　姉妹都市について考える。


	○姉妹都市とは何か知っていますか。また，自分の住んでいる地域の姉妹都市はどこですか。

　・姉妹都市になるとたくさんの交流が行われるそうだ。

　・ぼくの住んでいる町と姉妹都市提携している国ってあるのかな？
	・姉妹都市について簡単な理解を深める。自分の住んでいる町や地域が姉妹都市提携を結んでいる事実を知り，資料への興味を持たせる。

	２　資料「姉妹都市から考えたこと」を読んで話し合う。

○ドイツのことをもっと知りたいと思ったとき。

○クリスティアンさんのお話を聞いたとき。

○これからたくさん触れ合いたいと考えたとき。


	①たかしがドイツのことをもっと知りたいと思いを強くしたとき，どんなことを考えていたのでしょう。

・ドイツに，どんどん興味がわいてきた。

・そんなにいろいろな交流があった　なんて知らなかった。

・どうして姉妹都市提携が結ばれたのかな。
②たかしはクリスティアンさんのお話を聞いたとき，どんなことを考えたのでしょうか。

・外国の人とぼくたちも似ている部分っていっぱいあるんだろうな。

・世界が幸せになれるっていいな。

・いろいろな人の考えを認めるって素晴らしい。

○個性とはどういうことなのでしょうか。

・その人らしさや良さ。

・日本人とか外国人とか関係ない。

・いろいろな個性って，あるんじゃない。

③たかしがその人のことを少しでも知りたいと思ったとき，どんなことを考えていたのでしょうか。

・まず，いろいろな国の人に触れ合ってみたい。

・いろいろな国の人の考えに触れることが大切。
	· 最初は興味本位で調べ始めたたかしだが，様々な交流が行われている事実から，ドイツを本格的に調べてみたいと気持ちを高めている様子をとらえる。

・クリスティアンさんの話を聞いたとき，たかしがどんなことを考えたのかを取り上げる。

・同じ人間としていろいろな良さ，個性があること，それらを認め合えることが大切であることについて考える。

・いろいろな国の人に触れ合い，その人の考え方を積極的に知ろうとしているたかしの気持ちを考えさせる。

	３『心のノート』を読む。
	
	・『心のノート』p.108-109を読んで感じたことを話し合う。


